
 

（第２号様式）   
令和５年４月 13日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立小田原東高等学校長  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①共通教科の基
礎学力の定着を
図るとともに、
学習内容を精選
し、多様な進路
選択に対応でき
る学力の向上を
図る。 
 
②言語活動の充
実を図り、生徒
の学習意欲を引
き出すととも
に、達成感を持
たせ、主体的に
学ぶ姿勢や態度
を養い、自信と
自己肯定感を育
む。 
 

①基礎学力の定
着と生徒の進路
実現に結び付く
教育課程の計画
的な実施を図
る。 
 
 
 
②わかる授業を
実践し、生徒の
学習意欲を引き
出すとともに、
主体的に学ぶ態
度や自己肯定感
を育む。 

①令和４年度入
学生からの教育
課程について検
証し、生徒の進
路実現に結び付
く教育課程の編
成に努める。  
 
 
②校内研究授業
や授業研究会を
継続して実施す
る。  
②ＩＣＴ機器を
活用し、教科・
科目で共用でき
る授業スライド
や動画などの教
材研究、作成を
図る。 

①生徒の進路希
望や実態を把握
し、履修可能な
選択科目等を設
置することがで
きたか。 
 
 
 
②外部機関と連
携した授業が実
施できたか。  
 
②組織的にＩＣ
Ｔ機器を活用し
た教材研究を行
い、教材の作成
を図ることがで
きたか。 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①生徒の課題に
応じた知識を身
に付けさせ、個
に応じた組織的
な指導体制を充
実させる。 
②ビジネスマナ
ー教育を大きな
柱とし、基本的
生活習慣を身に
付けさせ、学校
行事や部活動を
通して、社会で
活躍できる健全
な人材を育成す
る。 

①生徒支援を適
切に行うため
に、ＳＣやＳＳ
Ｗと情報共有し
相談体制を実施
できる環境を作
る。 
②学校行事や部
活動を通して、
自ら考え判断
し、行動ができ
る能力を身に付
けさせる。ま
た、学校行事や
部活動の活性化
を図る。 

①今年度は、教
育相談の日程が
増えるので、家
庭と外部連携機
関をつなぎ、支
援体制を強化す
る。 
 
②生徒が主体的
に活動できる支
援を行うととも
に、参加しやす
い環境の構築を
目指す。 

①支援を要する
生徒のケース会
議を開催し、全
職員と情報共有
をして支援を行
うことができた
か。 
 
②学校行事後の
アンケート結果
から、生徒の充
実感・達成感を
読み取ることが
で きたか 。ま
た、部活動加入
率を保持・向上
できたか。 

     

３ 進路指導・支援 

①確かな勤労観
や職業観を身に
付けさせるた
め、成長段階に
応じた継続性の
あるキャリア教
育を推進する。 
 
②生徒の希望す
る進路を実現す
るため、教科指
導と連携した進
路指導の充実を
図る。 

①外部講師等を
招いてのガイダ
ンスや講演会を
計画的に行い、
将来像につなが
るよう進路意識
の向上を図る。 
②進路行事の充
実を図るととも
に、各教科との
連携を深め、教
科指導と進路指
導の関連を図
る。 
 

①外部講師や企
業の選定を考慮
し、生徒に効果
的なものにする
とともに、将来
像につながる内
容も要請する。 
 
 
②進路に関わる
部分に関し、教
科と連携し、多
面的な指導を心
掛ける。 

①進路行事のア
ンケート結果か
ら、生徒の充実
感や意識の変化
を量ることがで
きたか。 
 
 
 
②生徒の進路選
択や志望理由の
作成において、
効果をあげるこ
とができたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①地域との相互
交流を進め、地
域に根ざした学
校づくりを推進
する。 
 
 
 
②様々な機会を
活用し、広報活
動の充実を図
り、地域や近隣
小中学校への情
報発信に努め
る。 
 
 
 
 
 

①コロナの影響
を考慮しなが
ら、地元自治会
や小田原市との
連携を積極的に
進めていく。 
 
  
②外部との連携
事業に積極的に
参加し、令和５
年度は、ＰＲ活
動などさまざま
な場面で本校の
ＰＲを行ってい
く。中学校にも
訪問し、情報発
信していく。 

①地元自治会と
の交流や清掃ボ
ランティアなど
に積極的に参加
して、地域との
交流を行ってい
く。  
   
  
②県西地区の説
明会や中学校へ
の出張授業など
にも積極的に参
加し、本校のＰ
Ｒ を 行 う 。 ま
た、ＳＮＳ等も
利用していく。 

①地元自治会や
清掃ボランティ
アに参加した生
徒にアンケート
等を実施し、満
足度 90％以上で
あったか。  
  
  
②出張授業や説
明会のアンケー
トを中学生に実
施 し、満 足度
90％以上であっ
たか。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①学校周辺の環
境に配慮した災
害への安全対策
を一層強化させ
る体制整備を推
進する。 
 
②事故不祥事を
起こさない、風
通しの良い職場
環境を整備する
とともに、働き
方改革を進め、
職員・生徒が夢
を持ち、夢の実
現のため生き生
きと活動できる
学校づくりを推
進する。 
 

①計画的に防災
に関する訓練を
実施する。感染
症の状況を考慮
しつつ、自治会
や就労支援セン
ターと協力体制
を構築する。 
 
②改めて事故不
祥事防止に対し
て、個々の職員
が今まで以上に
意識を持てるよ
うな体制づくり
を行う。 

①自治会や就労
支援センターの
方に参加いただ
く防災に関する
訓練の実施。 
 
 
 
 
②事故不祥事に
関して職員の意
識を高めるため
に、定期的に研
修を実施。職員
の小さな変化や
異常に気付ける
ように、常に業
務では「ホウ・
レン・ソウ」を
行えるようにす
る。 
 

①防災に関する
訓練実施後、自
治会や就労支援
センターの方か
ら 意見を 頂戴
し、改善に役立
てる。 
 
 
②年間を通して
事故不祥事が発
生 してい ない
か。また、各種
業務に対して、
事故不祥事を未
然に防ぐための
方策も取ってい
るか。 

     

 

 


